
2019年1月17日～24日　ＷＥＢアンケートにて実施 回答数＝１０８名
（回答率　40％）

◆設問１
スタートアップ企業もしくは起業家との協業（パートナーシップ・
・出資・買収含む）に関心がありますか。
以下の選択肢から一つお選びください。

① すでに取り組み中 32

② 実施を検討している 8

③ 関心はあるが取り掛かっていない 57

④ 関心がない 11

◆設問２
どのような目的で、スタートアップ企業または起業家との協業を
検討していらっしゃいますか。以下の選択肢から当てはまるもの
を全てお選びください。

① 新規事業創出 69

② 新たなテクノロジーの導入 48

③ 共同研究 26

④ 人材の獲得 19

⑤ 社内イノベーター育成 21

⑥ その他 17

◆設問３
協業を進めるうえで、障壁になると思われる事柄は何ですか。
以下の選択肢から当てはまるものを全てお選びください。

① 機密データの開示 18

② リスクの負担 41

③ 自社の組織構造・意思決定 25

④ 自社の企業風土（内向き・自前主義） 27

⑤ 新事業への担い手不足 39

⑥ 適切な相手がいない 25

⑦ その他 8

⑧ 特に障壁はない 10

◆設問4
パートナーを発掘する手段として、実施（参加）している、
または実施（参加）を検討しているものがあれば、
以下の選択肢から全てお選びください。

① 社内アクセレレータプログラム 7

② 展示会、ハッカソンや起業家イベント 32

③ 大学や研究機関との連携 46

④ インキュベーション施設等への定期的な訪問 6

⑤ VCファンドへの投資 16

⑥ その他 20

⑦ 特に何もしていない 30
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リスクテークへの不安、協業を推し進める
ことのできる人材の不足を挙げる声が多数。
担い手不足は設問５の結果にも表れた。

多くの経営者が、スタートアップが
もつ新しいアイデアや技術に魅力を
感じている

0 10 20 30 40 50

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

産学連携は進んできており、今後は、
大学を介した企業交流、連携が期待される。

①すでに取り組み中

②実施検討中

③関心あるが取り掛かっていない

④関心なし



◆設問５
自社内でイノベーションを推進する組織または
人材が整備され、機能していますか。　

① はい 33

② いいえ 75

◆設問６
当地でイノベーションエコシステム（ここではスタートアップの設立・
育成を支援するための制度・環境）を形成するための課題は何だと思われ
ますか。以下の選択肢から全てお選びください。

① 若手人材の起業家マインドの不足 30

② 資金の不足 22

③ コーディネーターの不在 46

④ 行政・大学の連携の不足 25

⑤ 既存企業の協業意識のなさ 39

⑥ その他 13

⑦ 特に問題はない 11
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協業のメリットを訴え、既存企業を後押しする
第三者の役割が必要。


